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〈概 要 〉

○ 社会科学 習において,児 童一人一人のよ さを生 か し,生 きる力 をは ぐくむ指導 を実

現 してい くためには,問 題 解決的な学 習活動 や体 験的な学習活動 を推進 して い くこと

が重要で あ る。 そのため には,多 様 な角度か ら教材 を吟味す るこ とや相互啓発 を促す

教師 の支援 が大切 であ る。

○ 人 は人 とのかかわ りを通 して今 日の社会を築 いて きた。 しか し,今 日の社会 は,人

と人 とのかかわ りを機 械や もの とのかかわ りに置 きかえ るよ うにな った。経済的 な効

率化 や合理化 のため とはいえ,そ の結果,人 間関係の希 薄化 を もた らした。子 ど もた

ちはその影響 を受 け,他 の人 と上手 に人間関係 を築 くことがで きない ものが多 くなっ

て いる。 このよ うな状況 の もとでは,学 習 の中で学 び合 うことを通 して,社 会認識を

深 める とともに人 間関係を深 め るよ うな場 を意図 的に設定す る ことが大切で ある。

本研究 において は,学 び合 いの場 を意 図的に設定 し,自 分 な りの考えを もっ ことの

で きる授業づ くりを目指 して きた。

○ 研究の推進 に当た って は,社 会共通研究主題を設定 し,そ れを受 けて4っ の分科会

が それぞれ研究主題 と仮説 を立て,先 行研究 に学 びなが らも主 に授業実践を通 して仮

説検証を行 い,主 題 に迫 るよ うに努 あた。
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1研 究主題設定の理 由

第3学 年の社会科学習 は,地 域学 習が中心で ある。 そ こで,児 童が地域をよ り身近 に感 じ

興味 ・関心を もって進 んで学習 してい くことがで きるよ うに,以 下の三点 に重点 を置いて本

主題を設定 し研究を進 めた。

1児 童 が主体 的に学習 を展 開する

常に学 習の主体 を児童 に置 き,教 師 は児童の活動を支援す る立場 に立 っ ことが大切であ る。

そのためには,児 童 の学習 内容 や学習活動 に寄 り添 う 《教材》 を用 意 した り,児 童一人一人

が課題 を もって調べ,も しくは作 った ものを 《教材》 と して生 か した りして い くことが,児

童の 自ら学ぶ 態度づ くりに有効 ではないか と考えた。

2地 域 の人 々とのかかわ り合 いを大切 に して い く

児童 の学習実態か ら,人 気の あるイ ンタ ビュー活 動や見学 を中心 に授業を構成 してみた。

児童が地域の人 々への イ ンタ ビューや,見 学 ・行事への参加 などを通 して 《人 とや りとり》

をす る。 これ らの活動 によ り,地 域の人 々とのつなが りが生 まれ て くる。今 まで物理的 ・距

離的 な身近 さだ けを感 じて いた児童が,地 域の人 々との 《交流》 を通 して,人 々の思いや願

いに気付 き,心 理的 な身近 さ も感 じるよ うにな る。 その ことによ って,児 童 は学びを広 げ,

深 める ことがで きる。

3児 童の学び を支え るための教材の条件

{1)意 欲を引 き出す教 材を作 る

触れてみた い ・知 りた い ・聞 きたい ・調べ たい ・伝え たいという児童の疑問や活動 に沿

う教材は,意 欲を引 き出す もの とな り,児 童が学習 を主体的に進あ る上で 重要なポイ ン ト

であ る。

t-,)学 習活動を教材 として とらえる

体験 的な活動 や発 表会など様 々な学習活動やその成果を教 材にす ることは,児 童相互の

学 びの場 を広 げ ることになる。

(3)児 童の考え方や作品 を教材 と して活用す る

他の児童か気付 いて いない考えや発表内容 な ども教材 と して とらえ る。 それを全体に広

めることで新 たな疑問が湧 き,次 への活動にっなが るとともに,学 び合 いの基盤を作 るこ

とがで きる。

(4}地 域の人 々が登場 す る

地域の人 々を教材 と して取 り込 む ことで,地 域 をよ り身近 に感 じて学習を進 め ることが

で きる。 さらに,学 習内容を 自分 たちや地域の人 々 と共有す ることがで きる。
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II研 究構想図

第3学 年分科会研究主題

児童が進ん で地域の人々 とかかわ り合い学ぶ ための教材化の工夫

rわた したちの くらしと商店がい』 ・rく らしの うっ りかわ り』の単元を通 して

育 て た い 児 童 像

・進んで地域の人 と々のかかわりをもてる子

・地域の人 の々思いや願いに気付く子

研 究 の ね らL・

児童が進んで地域の人々 とかかわり合い学ぶための教材化の方法を明らかにし,児童主体の学びの場を作る。

研 究 の仮説

児童が進んで地域の人 と々かかわり合い学ぶことができるようにするには,

っながりや,人 の々思い・願いに気付く教材に出会うことが大切である。

自分の生活との

研 究 の 内 容 ・方 法

☆教材化のVW1,¥⇒A,自 分の生活とのっながりに気付く教材 B,人 の々思いや願いに気付く教材

《具 体 的 な 視 点 》

①教 材 の
選 択

②教 材 の
作 成

③教 材 の
提 示

④教 材 の
活 用

⑤教 材 の
発 展

自分の生活とのっながり

◇ 自分の生活に照 らし合わせて,考 える

ことがで きる

◇ 自分の生活 とこの学習で調べたことを

比べて考える ことがで きる

・よ く利用する ・参加で きる

・実物に触れる ことがで きる

◇で きるだけ視覚 に訴え る作 り方をす る

(実物,写 真,図,表,グ ラ フなど)

◇地域の人々の声 や体験を盛 り込む

◇臨場感を味わ うため に,そ の場の雰囲

気が出 るよ うにす る

◇ 自分の生活とこの学習で調 べたことを

比べて考えることがで きる

◇ 自分たちの調べ たことを比 べて考え る

ことができる(発 表など)

◇次の学習に生かす

B,人 の々思いや願い

◇工夫,努 力,喜 びが分か る

◇人々の願 いが分か る

◇人の生 き方が分か る

・イ ンタ ビュー(直 接対話)で きる

・見学 できる

・繰 り返 し調べ に行け る

◇人物 の固有名詞を入れ る

◇質問内容 に人 々の思 い ・願いに気付 く

項目が入って いる

◇臨場感 を味わ うために,人 物の固有名

詞を入 れて示す

(取材 にこたえて くれた地域 の人々)

◇人々の願 いが分か る

◇人の生 き方が分か る

◇ もっとこの地域を知 りたいと願 う

◇ もっとこの地域の人々の生 き方 にふれ

てみ たいと思 う。

《研究の方法》
・児 童 や 保 護 者 へ の 実 態 調 査
・素 材 の 洗 い 出 し と 地 域 に 応 じ た 教 材 構 造 図 の 作 成
・授 業 実 践 ⇒ ・授 業 分 析 と 考 察
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IV研 究の実践例

窪わた した ちの くらしと商店が い£

《本単元教材化の視点》

∴羅 謙 撒 欝 薦 弔㌃麗 鵠 濃 く　 きるへ
1・ 商店の利用の仕方 ・お客 さん に満足感を もたせ る工夫,努 力

L(質 の良さ●値段など)⊥ 己 墾 整 いう願い1

帯 研 究 の 実 践 例 一 一『=一

調 ・酷齢髄 図鱈 一 麗観皐鍍 自を話.

べ ・籠観学畷幡 しト 醐 瞭 一・醸

∴1一 学嗣
・醜 鋤 鍵学憲($グ も ・護醗 表離 俵

E

一イ…店鍾):。 見肇したこ`彗cを様セ

i,舞 査発表の準爾 な万法で発表する

・tスターセノノヨノで見 。z一パー見学

… 堂したことを甕表するi〈2ダ げ一4で陵接,曙藍)

。肖唇歯全体£工夫 。翻匿結果こ)話し合い

i(艦 正「齢 工梱

。商店街の見学③ 「。他地域とのかかわり

麟 壕と鱒 勧 琴1

ま 報 た・と潮 新 ・+$!・・とを臓

と 聞でまとめる1の 方法でまとめる1

め い 麹壕畷 瞳1

る 一 一一 一 一 一 一 一 一一」

児童や保 護者の 買い物実態 調査や 買い物調 べのグ ラフ化に よりど こを中心 に学習 するか 考え る

簾 繁①∵ 灘 商∴」灘.,■ 蹴 個 糊,,訓 懲1
む 冒(に ぎわ・ていパ(蜘 ヴて1る)、(肩 用輻 い〉 剛 ・駅醐 査・φ婦 ,鯛 編 ・)、 〈ここ澱)

1謹鰍 亘㈱ 掌↓VTR聖 臨・,.棚 、乏恥 型)

単 元 を 通 し た 課 題 づ く り

liP'1!uヒ
・'、気スー・Lの見歪

・韓 醸 齢 」て調べ転

1融 て、

喝 グ磨 プに勲壁届

っの酷 観 字

。諭査発表の準膚

・見学したことなどを様々

な斑 で発表亨る

,自分9:ちで調査できなカ5

た勘 の齪

(よく行くお店の人)

1}
・飽繊 こ助 き・わり

・お礼の手展を書き縄ける

(壇域の人との交流)

・醜 鱈 髄 図fir.

・夕方の様子(VTR)を

見て,商店街見学の観貞

を話し合り

・能 麹 見学雲(δダる

一プ6店5)

.調査発表の準費

・壁孚したことなどを臓々

鉱方法で聚表する

。酉嗜街全体の工夫

(瀦 会会長)

　
i・醜 齢 疑甥

u鱒 壊この毒・抽 う

i● …N.一 ブs底5に牙ひ 膨iOヨ さ一之二こを心駈たな
　

れて,閣題解決方をを考 屡問を出レ合う

える(詔査方法の検討)9ス ーパー見学の複点を疑

・:1::鋤て㌦1:}lll:鈎

●見学したことr,どを穣々 (少 し遷い大型)

な方法で発表する,買 い蜘賃聞作り

・且曾たちで調壷でき彗か子'.駈 団を基にヨ査姥表の準d

li 肺 齪1獄 たことなとを様ケ

。お礼の手緩を書き属ける!

1(均 鰍 ・の贈

一

(スーパーのg長)

●弛埴竣とのかかわり

・計iをたて買物をする

●置物で気をっけたことな

㈱ 粥 手賃1

な方法で発表する

・にぎn.をVTRな どで

僅謝 る

・鵜 蜜と勢 か携
ロ

1●買襖で気をつけたいこと

なとの発表9わ礼む手ほ1

』 一
資料 は児童が作成 して いけるようにす る。そのための教材 化にお ける視点 は研究構想図に

前述 して いる。

実践 と して6例 挙 げたが,こ れ は研究員 それぞれの地域 で行 った ものであ る。教材 は異な

って も,研 究構想図の 内容欄 に示 した視点を教材の作成 ・提 示 ・活用段階で丁寧に押 さえて

い くことで,育 て たい児童像 に近づ くことがで きた。

素材一覧表 を基 にそれ ぞれの地域で教材構造図を作成 した。児童 の考 えや作品が単元の 目

標 に迫れ るもので あるか ど うか を分析す る上で有効であ る。

rく らしの うっ りかわ り』単元 で も同様の方法で実践を進めてい る。
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V授 業分析

「わた したちの くら しと商店 がい みの り商店が いの人気のひみっを さぐろ う」

1学 習過程 と児童の学習の実際

学習過程1時 主な学習活動 ・学習内容 ★支援 ◎評価

11 一週間 の 「買い物調 べ」 か ★買 い物調 べにつ いて事
つ

か

1 鋪 欝 窓灘 撃 奪隠 轡 力を呼びかけて
のわけを予想する・1◎ 難 饗 脅搾 ど嚢

か 。

む 2

貧器 聾 がいの賊 剣
★脚 視点・・網

顧

3

◎謂幅
図を作 ったか。

「 観察対象児(
★支援)

室㌫ 携 §蜘 誉套1斗累 慕 讐物
あまり得意でない・ 摩 ること㈱ で司

.Ar

調

4み の り商店 が いの晃学 を基

に,絵 地図 を作 る。

5み の り商 店が いを多 くの人

　　
灘 霧 ・槻 剰

!・ 友達 と相談 しなが ら ・積極的 に絵地 図作 り

口 覆 ….を ・・.

ー

★夕方にみの り商店がい1

,}。 。り商店がい以 気。ひ ◎どんな事を聞。ばまd

雛 請 野 するようi

べ

る7
8

みつを探 るために,一 つ一
つの商店 での 見学 の視 点を

話 し合 う。

のか考 え るこ とが で き
たか。
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き
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・

10

・

11

・

12

3
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1

1

★人気 のひみ つを探 る
視点 を確 認 し具体的
に考 え るよう助言 。

.楽 、そ う。見学 、て ヒ 積蘭 にイ.タ ビュ
ー して い罵 一一一 一い た

0

★人気の ひみつ を探 る視
点 について 自分な

りに発vで きるよ う
助言 し他の児童 の思

歪礫1ナ になるよう;

1'.文 韻 。 を調.,。

1羅 蓼と訓

i

購 蝶 奮酬 ◎輪 爵… とが;
発表す、、と樋 、。学ぬ 発表。仕方。関、酬

1
f

1

・八 百屋 を調べ,人 気

鵬 つのわ けを,

絵 や文 で上手 にま と
めて いた。 ポイ ン ト

を絞 った まとめ方が
で き,わ か りやす い
作品にτ 砿 一一一

ゼ翻 葵襲距男ド鵬 灘 蔓

1

!

憐 懸 董劉 ★響星
3

16

17

is

19

zo

み の り商 店が いの会長 さん 〕◎ 意欲的

灘 瞥 艦 の工夫1き たか

八mの 品物の産地につい1★ 他の地
て調べたことを話し合う・ 一 こ鮒

声

i

灘嶽1郷 際 甦
一

みの り商店が いに ついて学 ◎ 自分 な

習 した ことを,自 分 な りの とが で
方法で 新聞 にま とめる。i

l _L____

1ま め

匝

力

き
う
と

。

努

好

こ
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た

と

り
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つ

う

ま
ど
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よ
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い
会
想

夫

い
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な
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感

工
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は
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う

を

し
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で
い
い

表して,人 気のひみ
つに気付獄 。

ト灘 窒考謝 蟹 言するよ・
i

〔

一 … 一 ・い1★一 ・一 躰 産地一 一}・ 鍛 麟鐸
に前名の肋のみ「

　
つ

,

に鮒 くようにする哨

ll

コ1

て
鵡灘穰 とつなが って いる こ

とを理解 した。

・客・ん・… か・み・1★聖 灘 を至ξ酬 ・小難 羅・翻 『・お客勘 雌 ・

書礎 蟹 、翻 勝 ◎望膿 廷募画ぢ・ i★難 癬.麟
_L. 一

1二_際 堕 職 付i

2考 察

○ 身近 な商店が いを取 り上 げた ことで,進 んで地域の人 々 とのかかわ りが もてた。

○ 繰 り返 し見学 や イ ン タ ビ ー す る こ とで,地 域 の 人 々の思 い や願 い に気 付 い た。
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IV研 究 の成 果 と今後 の課 題

1研 究 の成 果

○児童が課 題を もって調べた り作 った り した ものを,教 材 と して生かす ことがで きた。具体

例 と してrわ た した ちの くらしと商店がい』の単 元では,イ ンタ ビューの中でお店の人の

「仕入 れ先」 とい う言葉が 出て きた。そ こに注 目 した グループが さ らに,お 店の人 に取材

を行 い,そ の中で 『産地』 について新 しく知 ることがで きた。 そのグル ープの発表を聞 き

合 ううちに,別 の グループがr産 地』 に着 目 し,さ らに知 りたい調べ たいとい う意欲が ク

ラス全体 にわいて きた。

○ 自分 の生 活 とっなが りのあ る場所や事柄を扱 った教材 であ ったので,進 んで地域の人 々と

かかわ りあえ るようにな った。r商 店が い』単元 の終 わ りに,今 まで のお礼 も兼ねて もう

一度見学 に行 くと,お 店の人 はとて も感激 し,児 童の手紙 や作 品まで も店頭 において子 ど

もたちの学習を宣伝 した い とい う反応 もあった。児童 は地域 の人 々とのかか わ り合 いを深

め,学 ぶ ことの楽 しさを体得 した。

2今 後の課 題

○教材化の視点 と して掲げ た2点(A自 分の生活 とのっなが りに気付 くB人 々の思 いや願

い に気付 く)が 適切か ど うか。特 にBに っ いて はす ぐには見えて こない ものだけに,支 援

の在 り方 にっ いて も検討す る。

○児童の発言や作品等を教材 と して有効 に活用で きるようにす るために,教 師 のr感 性 』や

r教 材の分析力』が とて も大切で ある。

研究主題 〈第4学 年分科会 〉

教 材 を 身 近 に ひ き よ せ る 学 習 活 動 の 工 夫

1研 究主題設定 の理 由

第4学 年の 児童 は,実 に活動 的であ り,積 極 的に調べ学習 を行 う。 しか し,児 童 により,

社会的事象 に対す る興味 ・関心の もち方 に差が大 きく,知 識が断片的で他 と関連づけて考え

る ことが少 ない。 また,自 己中心 的で,依 存 的で あ り,互 いに高 まろ うとす る意識 に欠け る

面が見 られ る。 そ こで,一 人一人の児童が,学 習活動 を通 して相互 にかかわ り合 いなが ら,

互 いのよ さを認め合い,自 分な りの ものの見方,考 え方を深 あてい くことが大切で あると考

えた。 また,一 人一人の児童 には,そ れぞれの生活体 験があ り,そ の生活体験 に もとつ いた

価値判 断か ら導かれ る考えを もっ ことが大切であ ると考えた。

第4学 年分科会で は,一 人一人の児童が 自分な りに考え,学 び合 いを通 して,調 べ学習 に

取 り組 む意欲 と態度の育成が大切であ ると考えた。っ

ま り,児 童が 自ら社会的事象 に興味 ・関心を もち,問

題意識 を もって,調 べ学習をす るたあ,教 材を身近 に

ひ きよせ る活 動が大切であ ると考えた。そ こで,教 材

をよ り身近 に感 じ,自 ら問題意識を もち,主 体的に追

究 してい く児童の育成を 目指 し,上 記の研究主題 を設

定 した。
翻』幽_幽r一 冒

Y
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共通研究主題
学 び 合 う 中 で 自 分 な り の 考 え を も て る 社 会 科 学 習

r

I第4学年11-
1社会科 目標

第4学 年分科会研究主題 一
[齪

§

魎 要請「

一一一}ハ ー一

驕 ら謡 意謡 を;;て 一課試 拳鑓饗す石享 震7… 一一{』 　一1
0学 習 し た こ と を 日 常 生 活 に 生 か し、 実 践 し て い こ う と す る 子 ど も
L____一______1

璽 酬[壷魑 題

一 『一}『 「 一一 一 『一一 『 一'

「児童にと。て身臨 菖分、のかかわ厩 酪 響攣 承 証 かかわれ。痛 舜 気 。剛 £ 「

唖 閤題臓 をもち激 椛 より身近にひきよせ追究していくことができる・ 」『 一}一 一 　　 }一{　 }一"

一「

匝 が主体的堕 追究LTい・藤 朧 茸㌫ 蕪 嘉 動の工夫・竺 すNoコ

「一}一 『

・'

臼分なソ
の え

o
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II研 究 の内容 と方 法

本 分科 会では,児 童が教材 を身近 にひきよせ る活動を とり入れれ ば,児 童が 自 ら問題意識

を もって,追 究 してい くことがで きるだ ろうと考えた。児童は,自 分 とのかかわ りで物事を

とらえる。 っま り,自 分 とのかかわ りが と らえやす く生活経験や既習事項か ら想像で きると

きに身近 に感 じる ことがで きる。 また,自 分 とのかかわ りが薄 くて も自分の生活経験や既習

事項 と照 らし合わせて,驚 きや意外性を感 じるときに も教材を身近 に感 じる ことがで きる。

そ こか ら自分な りの問題意識が生 まれ,主 体的 に教材 にかかわ るよ うにな り,心 理的 により

身近 な もの と して い き,自 分の 生活経験や既習事項の中に とり入れてい く。 この活動が,教

材をよ り身近 にひ きよせ る活動 である。

そ こで,本 分科 会では 「児童が教材 を身近 にひきよせ る活動」にはどのよ うな ものがあ る

か明 らかに してみ た。

一8一



教 材 を 身 近 に ひ き よ せ る活 動

身近 にひきよせ る活動

体験 を通 して確か め る

活動

生活経験や既習事項を

生かす活動

実際 に体験で きる直接体験だけでな く1見 学 実験 視聴覚資料

疑似体 験な ど具体物 を通 して,児 童が 直接 疑似体験 ソ

驚 きや意外性 などを実感で きる活動 レー ション パ ソコ ン

・今 まで に経験 した こと と関連づけた り .既 習 事項 の想起

既 に学 習 した ことを もとに想像 した り 学習 計画 情報交換

見通 しが もて る活動

思 いや願 いがかな う活}自 分 の発想や考えが生 き,自 分 らしい 課題 設定 資料選択

動 方法で学習を進 め ることがで きる活動 複線化 表現活動

人 との かかわ りが もて

る活 動

さまざまな人 とのかかわ りの 中で 自他

のよ さを発見 した り,入 の考え方や生

き方に共感 した りで きる活動

取材 手紙の交換

話を聞 く グループ活動

情報交換

皿 授 業実践

1.小 単元名

2.教 材構造図

「東京の特色 と他の地域 とのつなが り」

ね らい ・東京都の地 形や産業、交通網な どを取 り上げ、東京都 の特色や概要 を理解 する。
・自分たちの住む東京は、国内の地域や外国 ともかかわ りが あることに気づ く。

地霞で見る東京 東康のい ろいろな地域一
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3.指 導計画 と授業の実際

　

i時1主な学習活勤と内容
i

資 料i教 材を身近にひきよせる活動i学 び合いを通 したA児 の姿

1薇扁葱薇隔 齋 の働の詞
学び含いを通 したB児 の姿

1

1
気

ー

1

1か・分か・た・とを1の ・デ・

の様子や昼夜の人・!働 の様子…見て、気がつ・・た ことを劃_

話 し合 い、東 京に は

・た くさ んの人 が集 ま

って来 てい る ことに

気づ く。

づL
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畝

Fーー
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究

め

る

ま

と

め

る

4

5

6

7

○課題別グループで

資料集めをする。

(課外学習)

○課題別 グループご

とに集めた資料をも

とに調べ、どんな作

品を作るか話 し合い

まとめの作品づ くり

をする。

○ 「東京の特色 と他

の地域のつなが り」

をテ ーマ に した、

●口小博物館 を開設

し、東京 と他の地域

とのつなが りにっい

て 自分の考えを深め

る。

・自分 た ち

で 集め た資

料
・副読 本 な

ど

・自分た ち

で作 った ま

とめ の作 品

○課 題 別 グル ープ で資料 を集

め る。

・図書館 に行 って 本を借 りる

・家 か ら資料 を もって くる
。

・お 店へ 行 って 友達 と一緒 に

食べ 物 の経路 を 調べ る。

・チ ラシを集 め た り、 催 し物

を調 べ る。

・家 の人 や先 生 に聞 く。

鉢 験 を通 して確かめ る活期1

偬 い や願 い カ か な っ活

とのかか りカ てる活

○課題別 ごとに作品の内容を

話 し合い、分担を決める。

田 い や願 い カ か な う活

とのかかわ りカ てる活

○課題別グループで作品作 り

をする。

照い や いカ か な う活

とのかか りカ てる活

○ 調べ てみ て分 か った こ とか

ら考え た こと を グルー プで話

し合 う。

1」人とのかかわ りがもてる活動

○課題別 グループを二っに分

けて、お互いに作品の発表の

の練習を し合う。

とのかか りカ てる活

○作品を発表 したり、友達の

発表を聞いたりして、東京 と

他 の地域 とのつながりにっい

て自分の考え と友達の考えを

比べ、自分の考えを深めてい

く。

思 い や い カ か な っ活

とのかか りカ てる活

匪ループで資料集めをする

○○君のお母さんも長野県

の出身なんだね。でもや っぱ

り東京が多いね。

ジ ャガ イモ は北海 道産 な ん

だね 。 写真 に撮 ってお こ う。

乍品の内容を話 し合う

調 べた ことを新 聞 に まとめ

てみ たい な。

イ ンタ ビ ュー した こ とを グ

ラ フに まとめ てみ た いな。

近 くの県か ら来る人の中で

会社に来る人が70%も いるな

んてびっくりだね。

出身県は東京が多いけれど

ほかの県の人もいるね。

絵 本 に まとめ てみ た いな。

せ っか く撮 った写 真だか ら

これ を使 って説 明 したいね 。

産地には千葉、埼玉など近

い県もあるけど、北海道やフ

ィリピンなど遠い県や外国も

あるんだね。

廃表の練習を しよう1

大 きな声で分かりやす く発

表 したほうがいいよ。

新 聞

登場人物を分担 して発表 し

ようね。

一絵

1ポ ス タ ー セ ッシ ョ ン1

{な ど、 遠 い と。 うと もつ なが

ト て ・ る・ と・驚 いた.・ ん

自分 の調べ た人 と のっ なが

りで は、近 い ところ の県か ら

来て い る人 が 多か った け ど、

北 海道 か ら食 べ物 が来 た り、

外 国 に勉強 に 行 った り、外 国

の人が 来 て試 合 を した りす る

l

iiな に いろ いろ な地域 とっ ながト

iって い るなん て知 らなか ったヒ

東 京 はい ろ いろ な食べ物 、

スポ ー ツ、 文化、 交通 、人 な

どで い ろい ろ な地 域 とっ なが

って い る と分か って 驚 いた。

い ろい ろな グル ー プを まわ っ

て よ く分 か った。

一 一一 一 一 ＼
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4.考 察

① 体験 を通 して確か める活動

課題 を追究 して い く段 階で は,児 童の 主体的 な活 動が多 く見 られ た。 自分 た ちで スー

パ ーの見学計 画を立て取 材を行 った り,家 の人の 出身県の聞 き取 り調 査を行 った りした。

また,前 単 元の学習で つなが りを もった港区や大田 区の先生 にファ ックスで 他県か ら通勤

して いる職 員の人数調査 を行 う姿 も見 られ た。 さ らに,児 童が路線 図や時刻 表 ・道路地図

な ど自分 たちが調 べるために必要 な資料 を持 ち寄 る姿 も見 られた。

② 生活経験 や既成事項 を生か した活動

前単元 の学 習で,東 京の他校の子 どもたち と手紙で情報交換を した。その際 に自分たち

で写真に撮 り,資 料 とす るよ さを知 った。今 回は,ス ーパ ーに見学 に行 くときに 「写 真を

撮ろ う。 」 ということを児童が話 し合 って決 め,撮 って きた写真を作品づ くりの中で生 か

す姿が見 られた。 また,導 入の授業で扱 った グラフが印象的だ ったのか,グ ラフを中心 と

す るまとめを した グル ープもあ った。

③ 思いや願いがかな う活動

自分た ちで課題を設定 し,そ れぞれが集めて きた資料 の中か ら課題解決のための資料を

選択 し,活 用す る姿が見 られ た。 また,課 題 に応 じた 自分な りの方法で意欲的 に調べ た り,

まとめた り,発 表 した りす る姿がみ られた。(例 一新聞,双 六,本 など)

④ 人 とのかかわ りが もて る活動

「●□小博物館 」を開設 し,発 表会を行 ったことによ り,発 表 者だけで な く,聞 き手 も

主体 的に活動 し,自 分の考 え と友達の考え を比較す ることがで きた。

従来,調 べ学習 にっいて は,主 に教師が集 めた資料で満足 し,児 童 自身が主体 的に資料を

集 め る姿 はあま り見 られなか った。 しか し,今 回の授業実践で は多 くの児童が 自分 たちで取

材 活動を行 った り,資 料を集 めた りす る意欲的 な姿が見 られた。 これは児童が活動 の場 を広

げ ることを教師が認め,教 材 を身近 にひ きよせる活動が児童の中 に浸透 して きた結 果であ る

と言え る。

この ように,授 業実践を積み重ね る中で,児 童が教材 を身近 にひきよぜ るいろいろな活動

を身 に付け,課 題をよ り主体 的に追究 して い くことがで きた。

IV研 究の成果 と今後の課 題

1.研 究の成果

O児 童 の発表 や考え を大切 にす ることで,児 童 が教材 を身近 にひ きよせ る活 動の場が広

が った。

○ 教材を身近に ひきよせ る学習活動が さかん にな り,児 童 は自分の考えを深めてい くこと

がで きるよ うにな って きた。

2.今 後の課題

教材を身近 にひ きよせ るのは児童である。教師の思 い込みで活動を とり入れ るのではな く,

児童の側 に立 った学習活動の工夫が必 要で あ る。 その ために,児 童理解 に努め,児 童の発想

や考えを認 めなが ら学 習活動 を工 夫 して いきたい。
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研究主題 ・ 〈第5学 年分科会 〉

産業 学習の各単元 の学習内容 を生 か して自分 な りの考えを もつ学習活動の工夫

1研 究主題設定の理 由

今 日,児 童 に必要 とされて いる 「生 きる力 」を支え る要素 と して,「 自分 な りの考えを も

っ」 ことが重要で はないか と,本 分科会で は考えた。

しか し,「 自分 な りの考え を もっ 」には 「考え る糸 口」が必要 とな る。 その糸 口になる も

の と して本分科会で は,各 単元の学習 内容 に焦点を 当て ることに した。 これ に焦点を 当て る

ことの利点 と して,次 の2点 が考え られ るか らであ る。

1.一 つの産業での学習 内容が,次 の産業の追究の視点 とな り,ま とあの視点 ともなる。 そ

して,こ うした視点 を もった追究や ま とめが,児 童 に,抵 抗 感な く 「自分 な りの考えを も

っ」 こ とを可能 にす る。

2.常 に,学 習 内容 を念頭 において学習 を進 あることが,学 習を主体 的な ものに し,学 び方

の習得を可能 にす る。

そ して,こ の学習 内容 を児童が生かせ るよ うにな るには,学 習過程 の様 々な場面で児童の

活動 を検討 す ることが有効 ではないか と考 え,本 研究主題を設定 した。

II研 究 のね らい

児童が 自分 な りの考 えを もっよ うにな るための教材を精選す る視点 を明 らかにす る ととも

に,児 童の主体 的な学習 を促 し,学 び合 え るよ うになるにはどの ような学習活動が有効か を

明 らかにす る。

皿 研究 の仮説

児童が社 会生活 についての 自分 な りの考 えを もっ よ うにな るには,「 社会事象 を考え る

糸 口(以 下 キー ワー ドと呼ぶ)」 を身に付 け られ る教材が必要であ り,そ のキー ワー ドを生

か し,主 体 的に学 び合 え る学 習活動 を設定 す ることが有効であ る。

IV研 究 の内容 と方 法

研究の内容 具 体 的 内 容
内容の具体化

(研究の方法)

A教 材の 共通学習内容と各産業の学習事項との関連を検討 し,よ り 学習事項関連表の作成

選択 多 くのキーワー ドを児童が獲得できる教材を選択する。 教材構造図の作成

B学 習活動 それ までの学習で獲得 した キー ワー ドを もとに,そ れぞれ 学習問題の設定及び,

の工夫 の社会事象をみっあ られるようにする(学 習方法を習得す 設定までの活動の工夫

る)た あに必要な活動の検討 キー ワー ドを利用 した

追究活動

C教 師の それまでの学習で獲得 したキーワー ドを想起 したり活用 し 前単元 までのキー ワー

支援 たりできるような助言や学習環境の在 り方 ドの掲示

情報交換タイムの確保

情報 コーナーの設置
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V、学習事項関連表
・この表は、児童に獲褐させたい学習内容 とその学習内容に関係する夷体的な学習事項を示 したものである。

・児童にとっては、学習内容 。事項 ともにキーワー ドとr,る。

・◎ は、各産業で必ずおさえたい学習内容である。

(研究内容の 「A教材の選択」:前 ページ参照)
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単元

fや生産効率

力
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日照時闇

■ ■ ●
水資源の確保

過疎化(地 方)

験草 耕地整理 安全性 宅地化

(都市近郊)

0 ◎ a a U 地形 にあった耕地

蜘作
(鰻)

漏 鋼禰"王地設

機械化(熾)

誹地拡大
・1研テ,ノロジ・

◎_,良i鰹 佳

0
00種改良

箭鮮さ

顯 藁"鷹 農 巣"層'層妥全径'"安 き… …
おいしさ

見た目のよさ

殴醗 鰻 あ猛夫"'…
収入の安定

多種鎮栽培

高齢花∵署醐ピ"
後継者不足

蝋 め 白魁'層'

食生活の変化

'田 荷 蒔 期層1… …"

気候に適 した作物郁 市近郊

交通編
● ●9

自然災害

過疎化(地 方)

宅地化

(郊市近郊)

水資源の確保 一胴 鷲 警
,

えき薦真
@階滋∵議凍樹群'

山 べ め 植 林'層層1'

co
幡翼だ応じ1軸擶反入め安定

O
P卜,r,,・ レ,,・,」"■ …,」 「 ■

淘簾事故 査鶉め自給""

00"セ96'σ 纏 簡駈'嘲
天陸禰 …''"…

植林
水質保全

腱業
輪送方法

えさ

栽培漁業 ・新鮮 さ

・安 さ
計画的な生産 高齢化 ・老齢化

後継者不足

食生活での主要な瞳洋漁業
部分

水質 ,●o

(甕竈鍍) いけすの管理 ・高級魚

・おい しさ

O 0 0 天然資源

分業化 芸術的工芸品 天然資源 日用品(安 さ) 陶 芸セ ンター 日用品 外国での評価 近 くにある原料

工鰍
(IN

職入 伝統的技術 (土 、割 き木) 新製品

芸術的工芸品

備前焼祭り

後継者不足

(土)

少ない雨
● ● ■

薩)

@ co 0 ◎ 大気の浄化

、己

分業

関遮工場

多機能

多品種

低公害車

省資源 省エネ

安全性

デザイン

国民生活 の向上 海外生産

製品の輸出

広い土地

安定 した地盤

交通の便

交通網の発連 騨 騨9

騒音防止
壼業廃棄物

聚阻1、オー トメ ーシ ョン安全 に対する機能リサ イ クル 低価格 部品の翰入 多 くの労働力 人ロ分布

(舗 ・産 業用IIfッ ト瞬しい技術の開発 使いやすさ 外国との競争

皐)・ベ ル トコンベ ア 高級竃 加工貿易

co O ◎ O 0 交通網

夕一 ミナル 取の工夫 アイ ドリング ス ト速さ 酸業の発農 愉出入 線遭路網の整備 人口分布

達輸業
べ一 ス

集荷 セ ンター

バ ー コー ド

冷蔽 ・保冷 施設

ップ 正確さ

安全性

調民生活の向上 海上の運輸

岐空の運検
画 ■ ■

(宅配撰)艮距離 トラ ック 安全運転
0
70物に合わせた箱伎間の遵転

0 ◎ 通幡網O
支鱒

O
厳選 遠ざ 企碗き' ㈱ め敢捨遵搬'

'イ'ジ ダ 録累 り1

ト

礪 ネットmク

(通儒網)

衛星

光 フ アイバ ー

分かりやすさ

おもしろさ

巴しい活絹 衛簾
支周 ,■ ・

(腿) コ ン ビ 鳥 一 タ ー !・型 カメ ラ
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VI実 践例 単元名 『社長 にな ってた くさん売れ る自動車会社 を作 ろう』

本
単

元

で
育

て
た

い
奇
質

・
能
力

学

力

単 元 の 目 標○自動車産業では関連
工場からの部品の供給をもとに、組み立て工場での機械を中心とした流れ作業に

よる大量生産によって、性能のよい 自動車が作られていること、よりよい自動 車を作るための努力や
工夫、関連工場の負担、海外にも広がる自動車生産などについて理解する。

研 究 仮 説

、児童が社会生活についての自分な りの考えをもてるようにするには、「社会事象を考

錨 愚 潔 議 翻 鞭 欝 欝 鶴購 潔 まり・そのキーワードいかし・

心 ・意欲 ・態度

・自動 車工業 に関心 を もち 、 自分 の課
題 を解 決 す るた めに 、意 欲 的 に 調 ぺ

る。
・友 達 と資 料を 交換 した り 協 力 した

社会的な思考判断

・自動 車 工 業を他 の 産業(農 業 ・水 産

業 ・伝 統 工業 な ど)と 比 較 ・関連 し
生 産 量が伸 び て きた 理 由 を 考 え

る,

観察 ・資料活用 の技 能、表 現

・自分 の 予想 を確 か め るた め の 資料 を

探す こ とが できる。
・自動 車会 社 としてPRし たい ことをパ

ンフ レッ トな どに表現 で きる。

会事象 につい ての知 識 ・理

・自動 車が 自分た ち の生 活 に 密接 に 関

係 している ことを知 る。
・自動 車 工業 に従 事 して い る 人 々の 工

夫 や 生産 量 が増 加 して き た 理 由を
解 す る0

教 材 に つ い て
・本単元で獲得させたい概念 ・学習内容を以下に上げる。概念 ・学習内容に
ついては、学習喜項開連表を参照.

〔〕この単元で獲得させたい具体的概念く研究の内容④〉
ア生産量を高めるための工夫をしている

イ消費者の要求に応じるための工夫をしている

ウ品質を高める工夫をしている
ロ自動車工業で学習する内容く研究の内容④〉
ア流れ作業や閲連工場

イ安全 ・他品種

ウ原料の輸入、製品の輸出
、 工広い土地、労働力の確保
、

`

、

、

亀

、

、

、

亀

、

、

、

、

児 童 の 実 態
○学習問題に対 して、今までの学習の視点 ・経験などを基に自分なりの予想をたて、自らの予想を検証するため

に調ぺ活動を行い、それ らをもとに自分なりの考えを

もつ とい うスタイルで学習を行ってきた。研究主題 との関連でみた児童の実態を
以下に上げる。
ロ見方 ・考え方の獲得の視点く研究の内容⑧〉
・農婁 ・水産業で学習 した観点をもとに伝統工業でも、土地の条件、工夫や努力、
後継者問題などの予想ができるようになった。

口学び方の獲得の裸点く研究の内容⑤〉
・文章資料にとどまらず、電話をした り手紙を出すなど人材を活用するようにな
つてきた。

n学 び合いの視点く研究の内容◎〉
・ワークシー トや作晶を見合 う場では目的を持 って友人と情報交換をす るように

った,

巳

豊

馳

亀

5

1

も

し

亀

亀

'

'研 究 主 題 と の 関 連

'
・、○今 までの学 習内容 ・方 法を生 か した追 究活動 を行 う。 具 体的に、本単 元では以 下の活 動を行 う。
、

・ こso

し

馳

L

」

、

亀

'`
巳

魑

馳

亀

・社匿¢6っ こ∂㍑沢う
'・ ・よ く知 るた めに実物 を調べ よ う
' ・日本には た くさん の 自動車が あ る

社&¢ ぢっこた(さh禧 れるε1齢蛮 含社ち庵ろう

馳

L

覧

隻

」

葱(εh亮 れ る ∈)櫛蛮 含社①ひφ つち塚 ろう 卍

自分 の 予 想 を 立 て る
・生産を高める工夫があるだろう ・消費者が欲しがっている車

を作っているだろう ・輸出をたくさんしているだろうCIL.

追 究 す る
・資料 を集 める ・友達 と情報 を交換す る ・刷ぺ てま とめる

etc.

の よ うな会社 を 作 るか その 工夫 をパ ンフ レッ トに ま とめ る

・のxの 顧

〈研 究の内容⑬ 〉

ロ今 までの学習 で獲得 した 「キー ワー ド」を生か して 自分 の予想 を

たて る

(農業 ・水産 業 ・伝 統工業 で獲 得 した 視点)
・人々は生産を高めるために努力工夫 している ・消費者のニーズに合わせて

いる ・土地を生かしている ・外国とのかかわり ・新 しい技術CIC.

〈研 究の 内容⑧ ◎ 〉

ロ今 までに獲 得 した学 び方 を生 か した追 究活動
・資料の集め方 ・取材の仕方 ・友達との情報交換の仕方 ・ま と め 方

etc.

研 究の内容⑧ 〉 今 まで の学 習で獲 得 した 「キー ワー ド」と比較 ・関連 して考 え る
(他産業 との共通 点)消 費 者の 要求に こたえ るため の努8・ 工夫

工 の め 工 ・o

の へ
く のA～C>1 の研 の ・}の 衰す



ー

一
①

ー

学習過程 (全12時 間)

ら
い

に 二

1h

っ くるた に、 自

勤 車に興味 を もち、 会社づ くり

に必要 な ことを考 え、車 のっ く

りを調 べ ることが で きる。

のア て、

動 車 に興味を もつ。

本 単元 の学習 目標 を知 る。

社長 になって自動 車会社 を

つ くろ う!

と

自動車 会社を っ くるために どん

な情報 が必要 か考 え る。
。車 のつ くりや部 品

・エ ンジンのつ くり

・どのよ うに車 を作 ってい るか。

・本物 の 自勤車会社 が何 を行 っ

てい るか。

会社 づ くりの オ リエ ンT一 シ ョ
ンを して、気付 いた こ とをm

ク シー トに書 き込 む。

【会社つくうオサヱンデエーションb】

○車 の各部 ・エ ンジ ンを見 る。
・車 のxン ジ ンは とて も複雑 そ

うだ。
・車 は た くさんの部 晶か らで き

てい る。

気 づい たことや疑 問 を ワー ク シ
ー トに まとめ る

。
・細 か い部 品をどの よ うに組 み

立 てて いるのか。

場の

方
動

え
活

考

う
・
合

方
び

のの

見

学

・

一=

こ

◆

◇

●

虚

・

・
聰

も

つ

1h

Oオ リエ ンテ ー ションを して、

付 いた こ とを もとに、学 習問題

を つ くる ことがで きる。

の 「エ ンァー ソ 刃

ンを して、 気づい た ことを メモ

したり、 発表 した りする。

【会杜づくりオリエンテエーシ鐸ン㌻】

●遭路 を走 る車を観 察す る。
・たく さん 車が走 ってい るな。

。うちの車 と同 じ車 が走 ってい

た。
・大勢 の人 た ちが車 を利 用 して

いるん だな。

● 日本 にあ る車 の台数を知 る。
・6900万 台(地 球を7周 半)

気 付 いた こ とや疑 悶を発衰す る。
。車 は た くさん走 ってい る。

・車 は よ く亮れ てい る。

・どう して こん なにた くさんの

車が 売 られ てい るのか。
・何種 類 くらいの 車があ るのか。

学 習F脛 をつ くる。

,O

i

本物の 自動車会 社を参考 に して
'rR
_山売 れ る秘密 を さ ぐろ う1

.、 一 て

1h

Q習 問 に ・して、 な りの

予想 を たて、 追究 の観 点 を明確

にす る ことが で きる。

口 に ・ てa

想 を ワー ク シー トに書 く。
・みん なが欲 しが るデ ザイ ンを

研究 して い るか ら、
・大量 につ くって安 く売 って い

るか ら。
・安 く売 る工 夫 を して い るか ら。

予想 とそ の理 由を発表 しあい、

追加や 修正 を加 え る。

予 想 を確 かめ るため に、 どんな

資料 で、 何を調 べれ ば よいかを

考え、 ワ ークシ ー トに書 く。
・自勤 車 の生 産 に必要 な織械

・自動 車 の生 産 の方法

・み ん なが欲 しが る車 とはどん

な車 か
・どの よ うな売 り方 を してい る

か
・環 境 を守 るため の工夫 な ど

友遷 の ワー ク シー トを見 て、 予。

想 を確 かめ るための 参考 にす る

どの よ うな予想 を確 か めるた め

に、 何 を調べ れば よいか を話 し

合 いな が ら発 表す る。

既習の キ ー ワー ドを生 か し、予 煙

の検証 計画 を たて る。

◆◇友達 の 意見 ・考え を養考 に し

自分 の考 えを見 直す。

4h
O用 や'と の を

しなが ら、計画 に そ って予想 を

検 証す る こ とがで き る。

べ 一こ 、 コー

ナ ーにあ る資料 メニ ューに情報

カ ー ドを は る。

【情報 タイ ム1】

資料 メーa一 か ら必 要 な情 報 を

選 び、 自分 の予想 を検証 し、 ワ
ーク シー トに書 く。

・教科 書

・資料 集

・教 師の準 備 した資料

・自分で収 集 した資料

友達 の新聞 を 箆て まわ り、新 た

な情報 を集 め る。

【憶 報 タイ ム2】

友連 の調 べ た ことを 見 て、 得た

情報 を 自分 の追究活 動 に取 り入

れ る。

友連 の発 表を 閏 き、活 用す る。

情報 コーナ ーを活用 す る。

友連 の ワ ーク シー トを参考 に し

なが ら、 自分 の ワー クシー トを
一

ロ リ

5h
Oに つい て べ た ことを

ま とめ、 自分の会社 のパ ン フレ ッ ト

を作 るこ とがで きる。
O自 動車工業 と他の産業 を比 較 し、

自動車産 業 につ いて 廟公 な りの 考え
つ こ が

の につ いて べ こ

こ とを発 表 する。
・関遠 工場 の システ ム

・ユーザ ーのニ ーズ に応 じた生 産

・環境 問題 に取 り組 む様 子

・製 品の研究、技 術開発 等

発表 を聞 いてわか った ことをま と

め る。

班 をつ くり、調 べ た ことを もとに

しなが ら、r自 勤車会 社パ ンフ レ

ッ ト』を っ くる。

輿分 たちの考え た自動 車会 社の
パ ンフ レッ トをっ くり、 みんな

に紹グトしよう。

各班 でパ ンフ レッ トづ くりの計 画

を たてる。

計画 に したが い、 パ ンフ レ ッ トを
つ くる。

パ ンフ レ ットの発 表会 を開 き、

そ れぞれの作 品を相互 評価 する。

自動車 工業 と他 の産業 を比較 して

自動車 産業 につい ての自分 の考 え

を ワーク シー トに書 き込 む。

そ れぞ れの考 えを出 しなが ら、 パ

ン フレッ トづ くりをす る。

◇◆話 し合 いや追 究活動 を通 して、

自動 車産業 にっ いての 自分の考 ヌ
ー シー 二



Vd児 童の変容 の分析

O児 童 が 自分 な りの考 え を もっ た あ に,キ ー ワー ドは重 要 な役 割 を果 た して い る。 その キ ー

ワ ー ドを 児 童 が どの よ うに獲 得 し,ま た どの よ うに活 用 したか を分 析 した。1.で は他 の 単

元 との 関 連 も含 め,一 つ の 単 元 の 中で 児 童 が キ ー ワ ー ドを 中心 に,ど の よ うに変 容 して

い ったか をみ た。2.で は一 人 の 児童 が各 単 元 を通 して 獲 得(活 用)し た キ ー ワ ー ドの 変 遷

を 分 析 した。

1.本 時 に い た る まで の 児 童 の キ ー ワ ー ド獲 得 の 変 容

学習過程i 児 童 の 変 容 (K児)

水

産

業

追

究
r

ま

と

め

予

想

伝

統

工

業

追

究

ま

と

め

、

、

、

、

自
動
車

工
業

了

想

・図 書館 の 本 を調 べ た
。

・教 科 一

<キ

消 ぜ

<キ

特男

・資 料 集 で 調 べ た。・友 達 と情 報 を交

.図書室の本で誠 ↓

し た 、,

ワー ド〉
者の好み 環

ワー ド〉
な原 斗 土

覧を守 る 人手不足

の条件がいい 人手

.憾 取肌/
・直 接

、 人 に 聞 い た 。

輸i・ 輸 人 200海 里

く足
'
1出 ・輸 入

・図 書 館 の 本"調 べ た ,、 ・図 書 室 の 本 で 調'こ 。 友 達 と情 報 交換 た 。

「ヒ ョセ 、 件 」 「ヒ ョセ 、条 件 」7iの 付 け方 」 「手イ りの よ さ 」

・教 科1r・ 資 半:集で 調 ぺ た 。 ・詳 しい 人 に 直 接 聞 い こ。
「人 手 」 「作 り方 」

9、 、 ノ
、9、o

'、9
、

〈自秀め考え、 莞童の作立より〉
備 前 焼 で と 百 じ・よ 『に

、

、

、

、

がいいところで
がなくなった時 ために土の している

と思います。iや 漁業には、人手不足の ・ が ったけ
心配はいらたい で、a〈 なる可 性が小むいと黒いま

、 。 備 前

れ は07Q

9

ノ
で 、 ヒ ヨセ

こに て い る

に は 鞠い 隔

と、主に人の手

価値がいいんだ

主に、 場で作る作品

作る作品では値段はけっこう違 うので、主に人の で るのは
思いま 。手作 りのよさ 生か しているので 業化は し 軸

並 こし場 で 主1に 乍る の は 、 人 の 手 で 作 る 温 か さや 優 し さが で ノ い と思 う。 巣
で は ヒが'一 だ か'ど ん どん が に な で1は

の い 一,守 る 三め 一 主 に 人の 手 で の が が い い の だ 思 隔

備 前 焼 で は 土 の 不 足 が あ る で は 土 の が る 覧 ・は200:が
・Lと れ る が"tiい'ロ か 一 つ は

・ が る 三 つ と も工 夫や 努 力

が た く さん あ る,、 …統 工業 は 、 長 い 間ず っ と続 い た の で 、 備 前焼 は これ か ら もず っ

と大 切 に され て 、 るく長 く続 くん だ と思 う。

消 費 者 の 願 い はV漁 業 と備 前 焼 で 同 じ。 …(略)

<キ ーワ ー ド>

1新 しい作 品1消 費 者 の 好 み

'

,"

〔壼 玉コ[麺 コ 人手
'

'

'

'

1手 作 りの よ さ1

も

機〈キ ーワ ー ド〉

消費者の好み 囮[璽 幽 人手 輸 出 ・輸 入

L

☆学習融 ★支援

☆農業単元の追

究方法を生か
して調べ活動

を行った0

☆ 学習のまとめをキーワード

化して、云単元に応用でき

るようにした。

★ 前単元までの学翫 糊 で

きるように、キーワードを

教室に常掲した。

☆前単元までの

追究方法を生
か して調べ活
動を行った。

★友達 との情報

交換の場 を設
定 した。

☆追究、発表の

後に自分の考
えをまとめた

☆発表後に本単
元の学習内容
化 した

★前単元までの

学習のキー ワ
ー ドを教室に

常掲 した

〉農業単元の視点を生か した考え方
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2、 各 単 元 を通 して,児 童 が 獲 得 した キ ー ワー ドの 変遷

※○一自分で獲得 ◇ 一友達 との情報交換によって獲得'A児)

単 元

学 習
内 容

産 業 に 従 事 して い る 人 々 の 工 夫 と 努 力

1織劃辮 灘i鞭剰齋醗 のめ
を
た

塵

る
力

問

す
努

国 毘 生 活 立 地 条 件

棘 醸 葱謳 轟 薇 瞬 や人・

藷二　] 互
力　

○
「

‡

に
斗L

力努

二ゴ

ー○

辿
π○

ヤ
一

○薫闇 ◇
○
一

ヒ
◇

○○

のかかわ り1か かわり

1
会社のど

件

な

条

然自のど
件

な
条

予 想稲 作

まとめ

畑 作

水 産 業

(養 殖)

予 想
まとめ

予 想
まとめ

伝 統 工 芸.予 想

(備前焼)ま とめ

予 想近 代 工 業
(自動車)rま とあ

3.考 察

農業単元 では,ま だ十 分にキー ワー ドを活用す ることがで きなか ったので,農 業の特色

な どを的確 に表現す ることが難 しか った。 しか しその後,全 単元 までのキー ワー ドを活用

した学 習を続 けたことにより,産 業間の関連 や現在学習 して いる産業の特色な どを考えて

表現す る ことがで きるようになって きた。例えば,A児 は農業の機械化 と備前焼の手作 り

を比較 し,備 前焼の手作 りの よさを発見 した。そ して,手 作 りの よさが備前焼の特徴 なの

で,機 械化 は難 しい と考え た。 これ は,備 前焼を考え るときの視点 をそれ までの学習の中

か ら獲得 してい る例であ る。

また,児 童が獲得 したキー ワー ドの変遷をみ ると,こ の児童 は農業単元で獲得 した後継

ぎ問題 とい うキ ーワー ドを水産業,工 業 の単元で も活用 して いる。 この ことか ら,キ ー ワ

ー ドは,じ ぶんの考えを もっため視点にな り,重 要 な要素 となって いる。

VIQ研 究の成果 と今後の課題

1.研 究の成果

○各単元 に含 まれ る学習事項の関連を基に教材を選択 し,キ ー ワー ドが活用で きる追究活

動を設定 した。 この結果,児 童 は自分な りの考えを もっ ようにな った。

○獲得 した学 び方 を生 か した追究活動 を工夫す る ことで,児 童 は電話で調べた り,手 紙 を

出 した り,イ ンタ ビューを した りと,い ろいろな調べ方がで きるようにな り,意 欲的 に

追 究活動 を行え るようにな って きた。

○ 児童が大切だ と思 う情報を友だ ちに提供 した り,必 要 な情報 を求 めた りす るために情報

カー ドを用 いた。 また,相 互 にワークシー トな どを見合 う場 を設定 し,児 童相互 の情報

交換 を重視 した。 さ らに,全 単元 まで に学習 したキー ワー ドの一覧表を常掲 して学 習環

境 を整 えた。 これ らの支援 によ り,自 分 な りの考えを広めた り,深 めた りす ることがで

きた。

2.今 後 の課題

○学 習事項関連表 は,教 材構造 図や児童の変容の分析を基 にさ らに検討の必要が ある。

○ 児童が学 習の中でキー ワー ドを どのよ うな要因や場で獲得 した り,利 用 した り していた

のかを分析 し,今 後の学 習活動を さらに充実 させて い く。
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研究主題 〈第6学 年分科会 〉

多様 な学 び 合 いの 中で,一 人 一 人 が 問 い続 ける学 習過 程 の工 夫

1研 究主題設 定の理由

子 どもた ちの生 きる力を育ててい く上で,一 人一人が 「学習の めあてを もち,主 体 的,継 続

的に問題 解決 に取 り組む」 ことが大切であ る。 そのためには,日 常の学習の中で,・ 事 象 と出

合 った ときに自分な りの 「問い」を もっ こと ・ 「問い」に対す る今の 「考え」に満足 す るこ

とな く,別 の考え方にふれなが ら,新 たな 「問い」や 「考え 」を もとうとす る 「問い続 け る」

学 習を積み上げ ることが重要であ る。 また,子 どもたちは本来,友 達 とのかかわ りを深 あなが

ら新 しい情報を知 った り,自 分か ら情報を発信 した り して学習 し生活 して いる。多 くの子 ども

たちはその ことに喜びを感 じてい る。 そこで,① 「友達 の情報や考え(表 現)を もっと知 り,

自分の情報や考えを伝え たい。」 とい う子 どもの思いを大切 に し,学 習過程の中に位置づけた

い。 ②一人一人が問 いを もって学習 に取 り組 み,学 び合 う中で,さ らに新たな問いを見っけ,

学習を続 け られ るように したい。 と考え,上 記 研究主題 を設定 した。

(研 究構造図 中,主 題 は上記 にあ るたあ省略)

II研 究構造図

よ い のか,

研 究

子 ど も一人一人か社会的事象 と向き合 い,問 い続 けるようにす るには,

また,ど ん な教材 を選定すれば よいのか を明 らか にす る。

の ね ら い

どんな学 習過程 を構成 し, どんな学び合いの場 を設定す れば

i
の 仮研 究 設

①子 ど も一人一人の問 いの変化 に着 目 した学習過程 を くむとと もに,自 分の問いや考 えを見直せ るように多様な学 び合 いの場 を設定す

れ ば,問 い続 けるようになるだろう。

②(特 に単元の導入段階 にお いて)そ の子 らしい問 いが もて る教材を選定すれば,こ だわ りをもって追究 するよ うになるだあろう。

研 究 の 内 容
1.学 び合いの中で問い続ける学習過程

問 い の 変 化 過 程 学 び 合 い の 過 程

響豪
少
驚
の化

/
問
い
の
追
究

/

考深
えま
のり

錨1叢1経 験、のズプ[雛 軽 間一

1気づきや疑問の交流;
ゆ友遵の気 づき ◆疑閥を知 り,じ ぶんの気づき

・疑問を広 げる。

・掌習問領…ね らいにせ まる,ぜ ひ解決 したい悶題一

毒

・偲の学習課題…閣趣 に対す る予想 と鋼べ たいこと
一

1欄厭を明確にするための意露交流i

〔璽]螂 欝分の予想の捕強・難藤

i学習計西の交流 トゆ霞発の挙習醗薗の見藍し

・個の学習課題 に基づ く追究

・新 たな情報 を自分 の追究 に活用

↓ ↑

発見 した資料(情 報)の 交流1
→ 自分の追究に役立つ資料の収集

【

【資料の選択 ・分析の視 点の交流1

【

→資料選択や分析の視点 の明確化1資 料 の 収 集 ・選 択 ・分 析 』

,事 実 の 検 討 事実に対する意見交流1
→事実に対す る自分の考 えの見直 し

・問題 に対す る自分 なりの考えの明確化
【問題 に対す る自分な りの考え の交流}
→新たな考え ・多面的 な考え との出会 い

視点の転換 ゆ さぶ り
ll新t11[一越 」・

は重点 に したところ

重点化の理由

「問いを広げ,明 確

化す る」段階で,一

人一人が学習問題 に

方向づけ られた明確

な課題を もつ ことが

で きれば学習過程全

体 にわた っての追究

が可能にな る。

2.問 いを広げ明確化するための教材選択の視点

①子 どもが 自分の体験 をもとに考 え られ る教材 ④(人 物 との)対 話が可能 な教材

② その時代を典型的 にあ らわす教材 ⑤諸感覚を使 って追体験 できる教材

③子 どもがイ メージを いだ きやす いエ ピソー ドを含ん だ教材 ⑥様 々な立場か らとらえ られ る教材

育 つ 子 ど も 像

自分 のこだわ りを大切 に して問題 に取 り組 むとと もに,学 び合 いを通 して 自分の考えを見直 し,問 い続 ける子 ど も
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皿 実 践事例

1「 聖武天皇 と奈良 の大仏」

(D単 元のね らい

①大仏造営の 目的 や様子 を調べ,大 陸文化の影響や農民 たちの働 きか ら,天 皇を中心 とし

た国がで きた ことに気付 く。

②年表,文 章 資料 や想像 図 ・写 真な どの資料 を活用 して,奈 良に都が おかれ た頃の 時代の

特色 を聖武 天皇 と奈良の大仏 を中心にま とめる ことがで きる。

(2}学 習過程(7時 間扱 い)

瞳数 ね ら い1主 な発問 ・指示 く は,学 び合 いを促す発問 ・指示 〉(学 び合 い) 資 料

問!

い

の

広1

が

り

/
問

い

の

明

確

化

/
問

い

の追

螺
考

え

の

深

ま

り

i

1実 物大の大仏の手の

ひ らを見 ることで大

}仏に関心を もたせ,

疑問に思・たこと列

調 べる。l

l
I

i.東 大 寺大 仏の写真 を見て,知 ってい ることを発表 しよ う。

轡 麟 欝 繋 箋㌶蜜駆 垂錨 を.感じた
3,感 想や疑問か らでて きた,大 仏 づ くりの細か いレベ ルの ことに

ついて調べ,大 仏の 「紹 介パ ンフ レッ ト」を作 り紹介 し合お う。

〈学 び合 いB>

○大仏の写真
【
○ 実物大の大仏 の
i
I手 の ひ ら

ゆ 大仏についての

!資 料

f

…一華麗
隔 ≧呈灘r-i
! }

i
「

1

ド
ー

ー

iつ ・・一 ・・

{2.学 習問題 に対 して,予 想を立て,話 し合 おう。 〈学 び合いC>
13.予 想 に対 して,何 を 調 べ れ ば 良 い の か考 え よ う。

3

学 習問題 を解 決する。 1.自 分の仮説が本 当に正 しいか どうか調べよ う。iO各 種資料

2鰻 徽 欝 蕊 蓉欝 よう・またわiO学習問繍

3学 習問題に対する齢 の考えをまとめよう・t

自分 の考 えをまとあ

発表す る。 また,

達 の考 えを聞 くこと

で。大仏建立に関 し

て,い ろいろな立場

か ら考え る。

1}

1.学 習問題 に対す る自分の考 えを発表 し合お う。<学 び合い ε>i友膿 講 欝 総lll轡

P吠 仏 開 眼 会 」
3.「 大 仏 開 眼 会 」 にみ ん なで 参 加 しよ う。

1大一 ・たとき,み一 どんな考えだ・一 ・・訓 の絵

1う・i

i

O「 大仏開眼会」

で使われ た筆 ・

縷 等の写 真

2

i
i

li

i

l
■

4.大 仏建立にかかわ ・た人々の・それ ぞれの立場を選んで泊 別

の考え鰭 き話 し合お う・<学 び合 いF>1

15.
1と 鰹 禍 再蹴 贈 につし'ての自分の考えを「

「

㈲ 観察対象児の変容 ○ … 行動 ★ …悶 い[コ … 調 べ た こと ・考 え た こと

T児(発 想がユニ ークで事象に対 して見方 ・考え方 もよい)iY児(自 分の考えに慎 重で発言 する こと も控えめで ある〉

○実物大の大仏の手一 ひらに棄赫.あま唄嚇 示さなカ・
#1「 大 仏 の 耳 は福 耳 なの だ ろ うか 。 」

ー
2‡

っ た 。

学 び合 いAB大 仏の大 きさや大仏づ くりのたいへ

ん さをと らえ ることによって,問 いが

変 わ ってきた。

「大仏を造 るにはたいへん な年月 と費用がかか った・なP予 想を立てた
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ん でこん な大 きな大仏 を造 ったのだろうか。」

○予想 を立 てた

#3「 日本 の本土技術 を中国人等 に見せるたあ」

学 び合いC他 の児童 が考 えなか った予想 を立て,

気付 きのよ さが光 った。

口 「中国 では この当時,既 に大 仏づ くりが行 われていて,技

術 を もっていた。 国公麻 麿が その技術 を 日本 の大仏 づ くりに

役立 てたので,中 国の技 術のほ うが進 んでいて教 えて もらっ

た。 予想 とは逆 だ った。」

○ 「大仏開眼会」の話 し合いでは,渡 来人の立場 に立 つ。

口 「設計 図を何 枚 も引いた り,そ の模 型を造 った り,そ うい

う苦 労な どもあ ったか ら完成 した ときは うれ しか った。」

学 び合いF渡 来人の立場 で しか大 仏づ くりは見て

いなか ったので,農 民の立場 の意 見を多

く聞 くことで,農 民の考 えに共感 し,考

えが深ま ってきている。

○話 し合いの途中で,農 民の意見を聞いて農民の立場 で意 見

を言いたい と発表。

#4「 農民の心を聞いて,大 仏は豊かにす るものなのに,そ れ

を造 るまでが ものす ごくたいへんで,農 民の生活は楽になる

どころか どん どんっ ら くな って,大 仏のせいでち ょっとかわ

いそうだ と思 った。

↓
学 び合 いFい ろい ろな立場か ら,一 つの事 象を見

ることができ,さ らに考えが深 まった。

○話 し合 いを終えて

t5「 僧 は何 も して いないの に,大 仏開眼会 にでてず るい。 も

し行基 さんが生 きて いれば,農 民 もで られ たか も しれない。」

#1「 仏教の力をい っぱい使え ば,自 分がえ らい と証明 され る

か ら。大仏は,仏 教 の神様 みたいな ものだか ら,大 きく造 っ

て それをみんなに知 らせるため。

/
学び合 いC今 まで あまり興味 ・関心がなか ったが,

予想 の話 し合いで,い ろいろな説が出て

くると共 に,自 分の学習問題がは っきり

した ことで調べ る意欲がわいて きた。

○予想か ら 「聖武天皇の力を見せ るため に,天 皇が した いこ

と」を調べよ うと学 習課題 をたて追究 し始 めた。

口 「奈良時代の中 ごろは,各 地で災害や反乱が起 きてい た。

それを しずあ るために全国 に国分寺 ・国分尼寺を建てた。国

分寺だけで も全国に70個 も建 て られ,そ して,東 大寺を建て

た。

V

学 び合いD同 じグループ同士で,情 報を交換す る

ことで,仮 説を立証す るため に自信を得

た。

#2「人民を安 らかに してあげるたあ,大 仏 は全宇宙の中心な

ので,そ れを造れば とて もえ らくなるか ら。大仏を造 ったこ

とで,大 仏 の親に な ってわ しはえ らい とい うことを示 すた

め。」

学 び合いEい つ もは控 えめだが,仮 説 に自信が も

てた ことで 自分 か ら挙手 して発言。

*3「 これでわた しも一番え らい者 になった。 それ にこれだけ

大 きければ,争 い も起 こらず,人 民 も安 らかになる。 これで

安心だ。わた しは全宇宙の中心の大 仏を造 ったか ら,大 仏の

親 になったんだ。

上

学 び合いF農 民の考え方 一つ とって も,プ ラス面

面 とマ イナ ス面 の 見方が あ る ことを知

り,さ らに学習の意欲 を高めて いる。

○話 し合 いを終えて

#4「農民 には,大 仏を造 って大変だ った とい う考 えと,自 分

たちが支 えて いたか ら造れ たとい う考えがあ ったので,自 分

で もう一度調べてみ たい。」

(4)考 察

実物大の大仏の手の ひ らに乗 ることによって,多 くの子 どもたちは,「 大 きい」 とい うイ

メー ジを もっ ことがで きた。 しか し,こ の事象 との 出会いだけでは,問 いを明確 につか む こ

とは不十分だ ったので,大 仏 につ いての細か い レベル(他 の部分の大 きさ ・費用 ・製作年 月

・材料な ど)の ことを調べ た
。 そ して調べ たことを発表 し合 うことで,大 仏の大 きさ ・製作

過程での苦労 などを さ らに実感 し,学 習問題を明確化す ることがで きた。

学習問題 に対す る予想 は,聖 徳太子が仏教を敬 うことによって国づ くりを行 った とい う既

成経験が生か されての予想で あ った。 は じめは自信が全 くもてず にいたが,予 想の話 し合い

で,既 成経験 を生か して の予想 をほあ られ た ことと,他 の児童の同 じよ うな予想を聞 くこと

で 自信を もっ ことがで きた。学 び合 いがY児 の問 いを明確 にさせ,さ らに意欲を もって追 究

活動 に入 って い くことがで きた。 また,T児 の学習問題 に対す る予想は他の児童の問いを広

げるたあ には とて も刺激 にな った。T児 は最初 は渡来人の立場で したか見ていなか ったのか,

学 び合 いを通 して農民 の立場,僧 の立場 など,見 る立場が広が って きた。一つの見方 しかで

きなか ったのが,様 々な見方がで きるよ うにな って きた。 また,Y児 ★4の ように,新 たな

問 いを もっ ことがで きる ことも問 い続 ける姿 といえる と考え る。
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2.「 戦 争 か ら新 しい 出発 へ 」

(1)単 元 の ね らい

(2}学 習 過 程

① 国の方針 ・政策 ・国民生活が,戦 争を契機 に して短期間 で大 きく変

化 した意味にっいて考え る。

② 戦時中の国民生活を切 り口に して,15年 間にわた る戦争 は国の内外

に大 きな影響を与え,国 民 は厳 しい生活を強い られたが,戦 後,平 和

で民主的 な国づ くりが人 々の努力 で急速 に進め られた ことを理解す る。

〈10時 間扱 い 〉

学習過程
1時数1

1
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究
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り
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(3)観 察 対 象 児 の 変 容

分 科 会 の 研 究 の 重 点 で あ る 「問 いの 広 が り」 と 「問 いの 明 確 化 」 の2っ の段 階 に絞 って 変

容 を 見 る こ と にす る。

○…行動 ★…問い ロ…調べたこと・考えたこと

○ 疎開前の写真や疎開 した人数を表 した表を熱心 にみつめる。

○ 星田 さんの手紙を細かい部分 まで読み込み,関 係図 に整理す る。

口 「食べ物がない とい うことは,当 時,食 べ物はとて も貴重だ ったのだ ろう。」

口 「母乳が出な くて死んで しまった赤ち ゃん もいた。」

★1「 戦争 して いるか ら,食 べ物の輸入がで きなか ったので は。」 〔関連図 より〕

口

2

口

○

○

★

○

提示 され た弁当を じっと観察す る。

「とて も細 い。」 「においは今の と同 じ。」

星 田さん の話を聞 いた後,自 分の学習問題を関係図に記入する。

「戦争 中には,な ぜ食 べ物が なか ったのか。」 〔関連図よ り〕

〈学び合いA>

自分で調べた ことや

友達の発言を 「食べ物

しとて も貴重だ った」

と,ま とめる ことがで

きた。

<学 び合 いB>

グル ープでの話 し合いの中で,当

時か ら現在 までの変化に も着 目し,

学習問題 に付 け加えた。

食 べ物が ある現在 まで にどん なことが あったのか,年 表を参考 に して多 くの 内容を書 き込む。

・第二 次世界大 戦が終 わる ・農地改革 ・朝鮮戦争で景気 がよ くなる ・日本国憲法公布

・サ ンフラ ンシス コ講話会議 ・国際連合加入 ・東京オ リンピック ・日中平和友好条約

○ グループの活動では話 し合いを主導 し,自 分 の学習問題 にも手を加え る。

★3「 戦争中には,な ぜ食べ物がなか ったのか。 なぜ今 はあるのか。」

○ グループの学習問題がなかなか決ま らず,S児 は戦争 中のことだ けでは足 りない と主張す る。

★4グ ループの学習問題… 『食べ ものがない時～食べ物 がある今 までのなぞ』 〔グループの学 習計画表 よ り〕

○ グループで,入 れ る内容 と分担を決め る。

★50日 ソ共同宣言(S児 担当)○ 日中平和友好条約(S児 担 当)〔 グループの学 習計画表よ り〕

・第二次世界大戦 ・農地改革 ・朝鮮戦争 ・日本国憲法

・サ ンフランシスコ講和会議 ・国際連合加入 ・東京オ リンピック

(4)考 察

S児 は,問 いの 広 が りの段 階 で,食 べ 物 が な い こ とを 中心 に した関 係 図 を 書 い た と きに,

「戦 争 して い るか ら,食 べ 物 の 輸 入 が で きなか った の で は。 」 とい う問 いを も った 。S児 の

他 に国 際 関 係 に着 目 した 問 い は少 な く,S児 を 観 察 対 象 児 と した理 由で もあ っ た。

S児 の そ の後 の 活 動 を 見 る と,国 際 関 係,中 で も貿 易 を 考 え の ベ ー スの 一 つ に して い る こ

とが わ か る。 例 え ば,現 在 まで の 変 化 の 要 因 と して 関 係 図 に書 い た 国 際連 合 へ の 加 入 は,た

くさん の 国 と付 き合 う こと を可 能 に し,輸 出入 が で き るよ うに な った とま と あ られ る し,朝

鮮 戦 争 は,お 金 が 増 え 輸 出入 が しや す くな った と ま とあ られて い る。 ま た,グ ル ープ の 中 で

の 分 担 も,ソ 連,中 国 と い う相 手 国 が 明 確 な形 の もの を選 ん で い る。

以 上 の よ うに,S児 の 事 例 か らわ か る こ とは,単 元 の導 入部 分 で の 問 いが,問 いを 明 確 化

す る と き に,考 え の ベ ー ス に な る ときが あ る と い う こ とで あ る。単 元 の始 あ に,ど ん な 事 実

と,ど の よ うに 当面 す る機 会 を設 定 す るか,そ の 重 要 性 を再 認 識 した。
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lV研 究 の成果 と課題

1研 究 の成果

(1)学 び合 いの中で問い続 け る学 習過程

○ 一人一人 の子 ど もの問いの変化 を教師が追 うことによ って,子 どもが気付 きや意見 など

の交流 を きっかけに して,そ の子 ら しく問 いを変化 させて い くことをつかむ ことがで きた。

それ によ り,そ の子 に 「どん な資料 を提示すれば いいのか。」 「だれ との学 び合 いの場 を

設定 すればいいのか。 」 とい う個 に応 じた支援の方向性が見えて きた。

○ 自分 の 問 い や考 え を 交換 す る学 習 活 動(学 び合 い)を 取 り入 れ る こ とに よ って,子 ど も

一 人 一 人 が 自分 の 考 え や 問 い を 直 し,問 い に深 ま りが 見 られ るよ うに な った。 子 ど もは,

自分 の 考 え を ま とめ て い く中 で,「 な ぜ なん だ ろ う。 ど う して な ん だ ろ う。 」 と揺 れ な が

ら,粘 り強 く追 究 す るよ うに な った。

○ 追究 の中で友達か ら新 たな情報の提供があ ると,子 ど もの考えがゆ さぶ られ,追 究意欲

が一層 高 まることが 分か った。 また,情 報を提供 した子 どもも,満 足感を覚え,さ らに意

欲的な学習がで きるよ うにな ることも分か った。 このよ うに,子 ど もが問 い続けてい くた

め には,「 問 いの追 究」の段階 で も情報交換(学 び合い)が 重要であ ることが分か った。

○ 学 び合いの前提 と して,自 分 な りの問いや考えを はっきりと意識す るための活動が必要

であ ること,特 に,吹 き出 しや関係図 ・パ ンフ レッ トなど,子 ど もが 自分な りの考 えを作

品化 して い く事が大切であ ることが分か った。

○ 学習過 程に学 び合 う活動を位置づ けた学 習を積 み上 げたことによ って,日 常の他の学習

で も,活 発な情報交換活動がみ られ るようにな り,互 いにかかわ り合いなが ら学習 を進 め

る学級の仲間意識が高 ま って きた。

(2)教 材選 定の視点

06つ の視点に もとつ いて教材の選定を した ことによ り,子 ど もが多様な疑問を もち,意

欲的 に学習 に取 り組 むよ うにな った。

2研 究の課題

○ 「問 いの追究 」段階や 「考えの深 ま り」段階での学び合いの活動 の場 をどの よ うに工夫

す るか にっ いての研究を さ らに深 めてい きたい。

○ どのよ うな教材 を組み合わせれば,疑 問か ら学習問題へ問いを変化 させ る ことがで きる

のか,6っ の教材選定の視点 をふ まえなが ら,さ らに研究を深めてい きたい。
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